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8. 抗生物質検定に対する 2，.3の知見

一① DMSOの溶媒作用
 
② Dose-response curveについて
宮治 誠 
antibiotics抗菌力検定の際，一つ問題となる点は
難溶性と言うことである。それ故卓越した溶解力を 
有する“ジメチル・スルフォキシド"を溶媒として
使用したく思い以下の実験を行った。 (1) DMSO 
の抗菌力一細菌に対する影響，赤痢菌，大腸菌，プ
ロテウス菌，クレプシーラ菌，、ブドウ球菌，サルモ
ネラ菌に対し， DMS06.25%まで各菌株の発育に影
響を与えない。真菌に対する影響は trichophyton
mentagrophytesに対しては 3.7%，C. albicansは
5%まで菌の発育を阻止しない。
DMSOと抗真菌剤との相乗作用， アンフォテリ
シシ B と DMSOとの関係は DMSO，0%では最
小阻止濃度は， C. albicans 1 r，T. ment.'では
0.5 rを示した。 DMSO3.7%まで加えると C.alb. 
では(土)， T. ment.では 0.25 rまで下る。しかし
実際我々が使用する際は， どんな多くても 0.5%を
越える事がない。故に DMSOを溶媒として使用す
る事は十分可能である。 
(Dose-response curveについて一一真菌と真菌
症 Vo1.6，No. 2，1965. p. 134参照の事〉 
9. 紅皮症の一例
副島訓子(厚生中央病院〉
症例， 82才，家婦， 既往歴， 72才右そけいヘル
ニア， 76才胃潰蕩，家族歴， 父親肺結核， 兄弟 4
人。現病歴， 1962年9月中旬腹部に紅斑， 落暦を
主とする掻淳性皮疹を生じ数日間で全身に拡がる。
紅皮症の診断で入院加療をうけ，症状の軽快により
自宅療養にうつりこの間副腎皮質ホJレモンを内服，
外用で大量に使用している。下痢，腸閉塞，大腿骨
頚部骨折の合併症を起し当科入院，検査により著明
な副腎機能低下を認めた。肝，腎庇護を主として治
療を行ったが，全身衰弱著明となり，発症後約 1年 
2カ月で、心不全になり死亡した。尚この間，骨折部
で治療の途中から著明な骨吸収をみている点副腎皮
質ホルモン投与による影響と考えられ興味深い。
10. 粘液水腫性苔癖
川瀬健二 
49才男子頭部及び啓部の皮疹を主訴として来
院。 2年前に十二指腸‘潰療による出血のため輸血を 
受け，血清肝炎を起した以外に著患を知らない。約
1年前より項部次いで瞥部に軽度の痔感を伴なう小
丘疹が発生徐々に増大してきた。頚部の皮疹は大豆
大迄の淡紅色の丘疹で一部は孤立性，一部は数コず
つ集援した形を示している。警部の皮疹は対側性に
それぞれ手掌大の皮膚面より隆起した局面を作り，
赤褐色で光沢のある小豆大から小指頭大までの正疹
が相接している。硬度は弾性硬。 
血液，尿などの一般検査には著変がなく，基礎代 
謝及び放射性ヨードによる甲状腺機能検査にも異常 
を認めなかった。組織学的所見には H・E染色で，
表皮の扇平化，メラニンの増加，乳頭層の小血管の
拡張と軽度の細胞浸潤，及び乳頭下層の真皮に強い 
浮腫を認める。この部では謬原線維は激しく分離
し，弾力線維は細かく離断されている。乳頭下層よ
り真皮深層にかけてムチカルミン陽性物質が多量に
みられ， pH 4"，6のト Jレイジンブ、ルー染色に著明な
メタクロマジ{を示し，アルシアンブ、Jレー染色にも
陽性であった。
以上の所見を総合して，粘液水腫性苔癖と診断し
た。 
1. 先天性表皮水癌症の 1例
鈴木日出和(南多摩病院〉
三代に亘り発生を見た本症の 1例について報告
し，その治療としてステロイドホルモンとビタミン 
Klの併用療法がかなり有効であったと考えられた。 
12. ジューリソグ癌疹状皮膚炎の 1例

フォアダイ示病の 1例

ダリエー病の 1例
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